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議
会
報
告
（
１１
月
臨
時
会
・
１２
月
定
例
会
）
 

　
平
成
23
年
第
２
回
臨
時

会
（
11
月
臨
時
会
）
が
平

成
23
年
11
月
29
日
に
会
期

を
１
日
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

   

◎
川
根
本
町
職
員
の
給
与 

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部 

を
改
正
す
る
条
例 

…
賛
成
多
数
で
可
決 

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

町
職
員
の
給
与
条
例
改
正

で
す
。 

   

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
） 

補
正
額 

　
７
千
４５０
万
円
の
増 

補
正
後
の
総
額 

　
５９
億
８
千
７３７
万
６
千
円 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

　
台
風
１２
号
災
害
の
復
旧

に
関
す
る
補
正
で
す
。 

   

　
平
成
23
年
第
４
回
定
例

会
が
、
会
期
を
12
月
14
日

か
ら
21
日
ま
で
の
８
日
間

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
（
14
日
）
は
、
条
例

改
正
２
件
、
補
正
予
算
４

件
、
工
事
請
負
契
約
１
件

が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

ま
た
議
員
に
よ
る
発
議
１

件
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
（
21
日
）
は
大

勢
の
傍
聴
者
が
見
守
る
中
、 

９
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。 

    

  

◎
川
根
本
町
税
条
例
の
一 

部
を
改
正
す
る
条
例 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改 

正
に
伴
う
改
正
で
す
。 

 

◎
川
根
本
町
消
防
団
等
公 

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部 

を
改
正
す
る
条
例 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

「
障
が
い
者
自
立
支
援
法
」

の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

で
す
。 

   

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
） 

補
正
額 

　
５
千
４０６
万
１
千
円
の
増 

補
正
後
の
総
額 

　
６０
億
４
千
１４３
万
７
千
円 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

　
台
風
災
害
に
よ
る
林
道 

災
害
復
旧
事
業
、
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
施
設
修
繕
事
業
、 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金 

等
の
追
加
、
人
事
院
勧
告 

等
に
準
じ
た
職
員
人
件
費 

補
正
等
が
主
な
も
の
で
す
。 

 

◎
平
成
23
年
度
国
民
健
康 

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正 

予
算
（
第
２
号
） 

補
正
額 

　
８５６
万
８
千
円
の
増 

補
正
後
の
総
額 

　
９
億
６
千
１８９
万
８
千
円 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

　
人
事
院
勧
告
等
に
伴
う 

職
員
人
件
費
及
び
前
年
度 

療
養
給
付
費
等
の
精
算
に 

つ
い
て
の
補
正
で
す
。 

 

◎
平
成
23
年
度
簡
易
水
道 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
） 

補
正
額 

　
８８２
万
８
千
円
の
増 

補
正
後
の
総
額 

　
３
億
８
千
２６８
万
１
千
円 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

　
落
雷
に
よ
る
設
備
修
繕 

や
点
検
に
よ
る
緊
急
修
繕 

等
の
補
正
で
す
。 

 

◎
平
成
23
年
度
い
や
し
の 

里
診
療
所
事
業
特
別
会
計 

補
正
予
算
（
第
３
号
） 

補
正
額 

　
１
千
３９６
万
１
千
円
の
減 

補
正
後
の
総
額 

　
３
千
７２９
万
７
千
円 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

　
１１
月
１７
日
か
ら
再
開
し

た
「
い
や
し
の
里
診
療
所
」

の
運
営
に
か
か
る
経
費
と

職
員
人
件
費
の
補
正
で
す
。 

  

（
写
真
）
議
会
最
終
日
は
、

む
つ
み
学
級
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
が
議

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
り
、

熱
心
に
傍
聴
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

  

  

◎
平
成
23
年
度
林
道
施
設 

災
害
復
旧
事
業
　
林
道 

富
沢
線
災
害
復
旧
工
事 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

契
約
額 

　
５
千
７７５
万
円 

契
約
先 

　
株
式
会
社 

柳
澤
組 

（
川
根
本
町
） 

 

 

 

◎
「
軽
油
引
取
税
お
よ
び 

石
油
石
炭
税
の
免
税
等
に 

関
す
る
意
見
書
」 

…
全
員
賛
成
で
可
決 

    

１１
月
臨
時
会
 

１２
月
定
例
会
 



３ 

緑肥緑肥・ナギナタガヤナギナタガヤ（茶の木抜根跡（茶の木抜根跡・梅高）梅高） 
 

緑肥・ナギナタガヤ（茶の木抜根跡・梅高） 
 

太田　侑孝 議員 

問 問 

○ブローバンド断念の原因・要件は何か 
○二元代表制の各役割と責任について 
○Wリコールは町長・議会への不信任では 
○住民投票否決の議会で町づくり条例とは？ 
 

答 

○やはり事業費と維持管理費の財政負担を心配して 
○議決された予算を執行する責任を果たせなかった 
○事業推進に当たって町を混乱させた責任を痛感する 
○重要案件で住民投票が必要であるという場合に行うというもの 

　
　
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
受

け
て
、
事
業
を
断
念
す
る

と
表
明
し
た
が
そ
の
原
因
・

要
件
は
何
か
伺
う
。 

　
　
　
や
は
り
事
業
費
と

維
持
管
理
費
の
財
務
的
負

担
を
心
配
し
て
の
事
が
大

き
い
。
又
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎
が

町
内
に
３
カ
所
存
在
し
、

周
辺
地
域
で
は
利
用
等
も

早
く
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

備
を
そ
れ
ほ
ど
望
ん
で
い

な
い
事
情
も
あ
り
ま
す
。 

　
住
民
説
明
会
後
の
情
報

提
供
も
少
な
か
っ
た
と
い

う
反
省
も
あ
り
、
町
の
提

供
し
た
各
種
の
情
報
に
対

し
て
疑
問
を
持
た
れ
ま
し

た
。 

　
そ
れ
が
必
要
と
し
な
い

と
し
た
４１．５
％
に
繋
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

事
業
推
進
経
過
の
中
で
の

二
元
代
表
制
及
び
各
責
任

に
つ
い
て
伺
う
。 

　
私
た
ち
５
人
の
議
員
は

「
住
民
目
線
」
で
、
調
査

研
究
と
勉
強
・
議
論
を
重

ね
な
が
ら
２
年
間
で
１０
数

回
出
張
し
て
学
習
し
て
き

た
。
そ
の
住
民
目
線
で
「
行

政
案
」
に
対
し
て
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
は
た
し
て
き

た
つ
も
り
で
あ
る
。 

　
住
民
投
票
条
例
案
に
も

賛
成
し
た
が
多
数
決
に
は

か
な
わ
ず
６
対
５
で
否
決

さ
れ
た
。
一
方
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
賛
成
派
の
議
員

は
、
住
民
投
票
条
例
案
を

否
決
し
、
そ
の
住
民
投
票

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
決
議
し

て
、
そ
の
結
果
４１．５
％
に
も

及
ぶ
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事

業
を
必
要
と
し
な
い
住
民

の
意
思
表
示
を
受
け
た
。 

　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業

が
ノ
ー
で
は
な
く
て
、
推

進
し
た
議
員
の
責
任
は
重

大
で
あ
る
と
思
う
。 

　
二
元
代
表
制
の
各
役
割

と
責
任
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
　
新
町
建
設
計
画
、

総
合
計
画
基
本
構
想
、
２３

年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
私
は
議
決
さ
れ
て
い

る
予
算
を
執
行
す
る
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
事
に

な
り
ま
す
。 

　
　
　
ダ
ブ
ル
リ
コ
ー
ル

の
署
名
簿
が
審
査
中
で
あ

る
。
町
長
解
職
２
千
７８６
人
、

有
権
者
の
３８．５
％
、
議
会
解

散
は
２
千
８９２
人
、
３９．９
％
。

住
民
投
票
を
行
っ
た
場
合

の
投
票
率
７５
〜
８０
％
で
過

半
数
と
な
る
数
で
あ
る
。

こ
れ
は
町
政
の
方
針
等
に

不
満
が
募
る
住
民
の
町
長

と
議
会
に
向
け
ら
れ
た
不

信
任
の
署
名
簿
で
あ
る
と

思
う
。
こ
の
重
大
な
責
任

に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
　
大
変
深
く
重
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
リ
コ

ー
ル
の
主
旨
は
、
こ
の
事

業
の
推
進
に
当
た
っ
て
町

を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た

事
に
対
し
て
の
責
任
で
あ

る
と
自
覚
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
事
態
に
な
っ
た
事

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
が
３
月
議
会
上
程
の

予
定
だ
が
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
整
備
と
い
う
特
別
重

要
事
項
に
つ
い
て
の
住
民

投
票
条
例
案
を
否
決
し
た

議
会
に
そ
れ
を
諮
っ
て
決

議
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
を
伺
う
。 

　
　
　
否
決
さ
れ
た
の
で

す
が
、
町
づ
く
り
基
本
条

例
を
提
案
す
る
事
が
何
か

問
題
が
あ
る
の
で
す
か
。

町
と
し
て
は
重
要
案
件
に

つ
い
て
は
住
民
投
票
を
必

ず
行
う
と
い
う
も
の
で
は

な
く
て
、
必
要
と
認
め
た

場
合
は
あ
り
得
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

一 　 般 　 質 　 問  

○ブローバンド断念の原因・要件は何か 
○二元代表制の各役割と責任について 
○Wリコールは町長・議会への不信任では 
○住民投票否決の議会で町づくり条例とは？ 
 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 



４ 

今現在、今現在、町内どこでも利用できる町内どこでも利用できる 
高速ワイヤレスブロードバンド高速ワイヤレスブロードバンド 
（スマートフォンとパソコン）（スマートフォンとパソコン） 

今現在、町内どこでも利用できる 
高速ワイヤレスブロードバンド 
（スマートフォンとパソコン） 

原田　全修 議員 

問 問 

答 

一 　 般 　 質 　 問  

　
　
　
私
は
、
川
根
本
町

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の

整
備
に
関
し
て
は
代
案
と

し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
化
事
業

の
誘
致
、
そ
れ
と
並
行
し

て
若
者
の
定
住
化
に
は
必

須
と
思
わ
れ
る
超
高
速
ワ

イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
で
あ
る
ワ
イ
マ
ッ
ク
ス

や
Ｌ
Ｔ
Ｅ
と
い
う
次
世
代

携
帯
電
話
の
誘
致
、
そ
れ

ま
で
の
間
の
町
内
の
情
報

格
差
対
策
と
し
て
、
今
の

携
帯
電
話
で
扱
え
る
高
速

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
、
人
工
衛
星
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
活
用
を
提
案

し
て
き
た
。
今
回
、
当
町

独
自
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
事
業
の
白
紙
撤

回
を
ど
う
総
括
す
る
か
。 

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
尊
重
し
、
一
度
白
紙
の

状
態
と
し
て
再
度
、
公
設

で
の
整
備
を
進
め
る
か
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
対
応

が
可
能
な
の
か
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。 

　
　
　
２９
歳
以
下
の
若
者

の
世
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

参
加
率
が
４３
％
位
と
極
め

て
低
い
。
そ
の
要
因
は
若

者
が
最
も
興
味
を
持
ち
期

待
を
し
て
い
る
次
世
代
の

ワ
イ
ヤ
レ
ス
超
高
速
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
へ
の
取
組
み

が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
大
き
い
と
思
う
。
川
根

本
町
独
自
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
事
業
が
「
必
要
だ
」
と

答
え
て
い
る
の
は
こ
の
世

代
の
１５
％
程
度
で
は
な
い

か
。 

　
　
　
若
者
が
期
待
す
る

ツ
ー
ル
と
、
町
と
し
て
整

備
し
て
い
く
べ
き
も
の
と

の
間
に
は
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
点
が
あ
る
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。 

　
　
　
川
根
本
町
独
自
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
計
画

は
町
民
に
は
知
ら
せ
て
い

な
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

多
く
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
設
計
者

の
ビ
ー
ム
計
画
設
計
　
自

身
が
認
識
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
か
。
ま
ず
、
せ
っ

か
く
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

作
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
つ
な
が
ら

な
い
。
こ
の
た
め
光
電
話

に
も
つ
な
が
ら
ず
、
次
世

代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
。

当
町
の
独
自
設
計
の
設
備

で
は
将
来
と
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等

へ
の
譲
渡
が
で
き
ず
永
久

的
に
町
が
保
有
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
の
若
者
世
代

が
や
が
て
大
き
な
ツ
ケ
を

背
負
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。 

         

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話

網
と
の
接
続
の
可
能
性
は

設
計
の
中
で
は
あ
る
。 

　
　
　
年
間
の
運
営
費
以 

外
に
、
年
間
約
１
億
円
の

設
備
維
持
更
新
の
費
用

（
１６．６
億
円
の
事
業
の
場
合

の
原
田
試
算
）
が
必
要
で

あ
る
の
に
住
民
に
知
ら
せ

て
い
な
い
。 

　
　
　
公
会
計
に
は
償
却

費
と
い
う
概
念
は
な
い
。 

　
　
　
町
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ケ

ー
ブ
ル
の
光
化
の
時
期
に

つ
い
て
２０２５
年
以
降
に
な
る

な
ど
と
誤
っ
た
解
釈
を
町

民
に
広
報
し
て
い
る
。 

　
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
中

継
局
ま
で
は
光
化
し
て
も

各
家
庭
ま
で
が
光
化
す
る

と
い
う
こ
と
は
確
約
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。 

　
　
　
地
域
振
興
に
関
わ

る
施
政
は
２
年
間
が
空
白

だ
っ
た
。
教
育
長
の
不
在

期
間
が
３
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
南
部
小
は
複

式
学
級
化
が
余
儀
な
く
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
町
長
は
、

昨
年
の
住
民
懇
談
会
で
保

護
者
や
地
域
の
意
見
を
ア

ン
ケ
ー
ト
集
約
し
て
学
校

統
合
の
考
え
に
生
か
す
と

約
束
を
し
て
い
る
が
ど
う

対
処
さ
れ
た
か
。 

　
　
　
教
育
長
の
件
に
つ

い
て
は
、
今
回
た
ま
た
ま

こ
の
よ
う
な
リ
コ
ー
ル
の

渦
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
今
は
も

う
少
し
静
ま
っ
て
か
ら
で

な
い
と
着
手
で
き
な
い
な

と
の
思
い
で
あ
る
。 

  

○一度白紙の状態として再度、公設での整備を 
　進めるかなどの検討をしていく考えである 
○若者が期待するものと町の整備計画の間には 
　必ずしも一致しない点があると思っている 
 
 

○アンケート結果からブロードバンド事業の 
　白紙撤回をしたがこの事業をどう総括するか 
○若者の世代ではこの光ファイバー事業が「必要だ」若者の世代ではこの光ファイバー事業が「必要だ」 
　と答えているのは15%程度ではないか 

○アンケート結果からブロードバンド事業の 
　白紙撤回をしたがこの事業をどう総括するか 
○若者の世代ではこの光ファイバー事業が「必要だ」 
　と答えているのは15%程度ではないか 
 

（株） 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

企
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課
長 

副
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長 
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問 

質
問 

町
長 

町
長 

質
問 

質
問 



５ 

林道富沢線の崩落現場林道富沢線の崩落現場 林道富沢線の崩落現場 

問 問 

○富沢地区への対応について 
○川根本町・春野町国道362号整備促進 
　期成同盟について 
○光ファイバー事業について 

答 
○復旧・迂回路については早急に進めていきます 

○期成同盟会は早期に設立する 

○光ファイバー事業についての計画は白紙に戻す 

　
　
　
富
沢
地
区
へ
通
じ

る
林
道
富
沢
線
が
台
風
に

よ
り
路
肩
決
壊
の
た
め
、

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う

か
。 

　
　
　
平
成
２４
年
度
９
月

末
を
工
期
と
し
て
復
旧
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
林
道
上
部
の
山
腹
に

も
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
お

り
、
県
農
林
事
務
所
が
治

山
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。 

　
　
　
林
道
富
沢
線
の
工

事
完
成
ま
で
の
迂
回
路
に

つ
い
て
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。 

　
　
　
　
　
来
年
３
月
ま

で
は
大
井
川
に
仮
設
道
路

を
設
置
し
対
応
し
て
い
き

ま
す
。 

　
　
　
４
月
以
降
は
大
井

川
の
仮
設
道
路
が
無
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

が
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。 

　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け

工
期
の
短
縮
が
図
れ
る
よ

う
な
工
法
を
検
討
し
、
工

事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が

ら
軽
自
動
車
の
通
行
が
で

き
る
よ
う
な
方
法
を
と
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
　
　
今
後
も
富
沢
線
が

災
害
を
受
け
、
孤
立
状
態

に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
今
後
の
迂
回
路
の

対
策
に
つ
い
て
は
。 

　
　
　
　
　
林
道
平
戸
線

か
ら
富
沢
集
落
ま
で
の
迂

回
路
の
新
設
に
つ
い
て
調

査
し
、
測
量
、
設
計
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。 

　
　
　
国
道
３６２
号
の
川
根

本
町
・
春
野
町
間
の
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立

の
要
望
が
あ
る
が
、
町
の

考
え
は
ど
う
か
。
今
後
は

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。 

　
　
　
　
　
既
成
同
盟
会

設
立
に
つ
い
て
は
、
地
元

か
ら
の
要
望
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
設
立
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
早
期
に
設
立
で

き
る
よ
う
事
務
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
々
、
浜
松
市
側
と
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
よ
う
連
絡

を
取
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
　
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
事

業
に
つ
い
て
、
１１
月
に
実

施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、

全
員
協
議
会
で
報
告
さ
れ
、

町
長
か
ら
は
「
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
尊
重
し
現
計
画

は
白
紙
に
戻
す
」
と
発
言

さ
た
。
こ
れ
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く

の
か
。 

　
　
　
来
年
度
に
お
い
て

は
詳
細
設
計
に
着
手
し
な

い
。
来
年
度
に
お
い
て
も
、

設
計
関
係
予
算
は
計
上
し

な
い
。 

　
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記

載
さ
れ
て
い
る
意
見
の
集

約
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
残
さ
れ
た
３
カ
月

で
、
民
間
通
信
事
業
者
の

提
案
や
ご
意
見
を
聞
き
、

議
会
の
皆
様
や
町
民
の
民

様
と
も
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
の
整
備
方
針
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
の
事
業
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
行
政
、
議
会
、

町
職
員
が
一
致
団
結
し
て
、

こ
の
町
の
将
来
の
た
め
に

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
出
来
る
限
り
早

期
に
町
政
の
安
定
を
図
る

た
め
、
早
急
に
行
政
と
議

会
が
、
事
態
の
収
拾
に
向

け
て
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

  

一 　 般 　 質 　 問  

○富沢地区への対応について 
○川根本町・春野町国道362号整備促進 
　期成同盟について 
○光ファイバー事業について 

山本　信之 議員 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

町
長 

建
設
課
長 

建
設
課
長 

建
設
課
長 

建
設
課
長 

質
問 

町
長 

意
見 



６ 

○情報通信基盤整備について 

○観光事業と農業振興について 

○被災地林道建設について 

○情報通信基盤整備について 

○観光事業と農業振興について 

○被災地林道建設について 

問 問 

答 

一 　 般 　 質 　 問  

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
り
情
報
通
信
整
備
事

業
は
白
紙
に
戻
し
た
。
情

報
格
差
は
残
る
。
今
後
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。 

　
　
　
都
市
部
地
域
で
の

更
な
る
通
信
環
境
の
整
備

に
よ
り
、
確
実
に
格
差
は

拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
当
町
に
お
い
て
も
地

域
間
格
差
整
備
の
必
要
性

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
再
度
協
議

を
進
め
、
行
政
・
議
会
・

住
民
の
皆
様
と
総
合
的
に

検
討
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
観
光
客
の
新
規
開

拓
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
　
観
光
の
形
態
・
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
、
見
せ

る
観
光
だ
け
で
な
く
、
体

験
型
観
光
が
各
地
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
た
当
町

は
適
地
で
あ
り
地
域
全
体

で
情
報
発
信
能
力
を
高
め

る
事
も
重
要
と
考
え
ま
す
。 

　
　
　
観
光
資
源
の
中
長

期
的
整
備
計
画
を
伺
う
。 

　
　
　
施
設
を
必
要
に
応

じ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な

が
ら
施
設
の
魅
力
・
コ
ン

セ
プ
ト
な
情
報
を
発
信
し

続
け
る
こ
と
、
観
光
資
源

の
整
備
等
は
自
然
環
境
の

保
護
・
保
全
が
大
切
で
地

域
を
区
別
す
る
事
も
重
要

と
考
え
ま
す
。 

　
　
　
農
業
振
興
及
び
耕

作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

　
　
　
特
産
物
『
お
茶
』

は
今
年
度
も
数
々
の
輝
か

し
い
受
賞
を
し
て
頂
き
全

国
に
川
根
茶
を
発
信
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
農
林
事

務
所
の
指
導
で
共
同
工
場

に
よ
る
安
定
生
産
体
制
の

確
立
に
よ
る
低
コ
ス
ト
省

力
化
栽
培
の
現
地
検
討
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
耕

作
放
棄
地
面
積
は
２９
　
、

約
６００
筆
あ
り
複
雑
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
再
生

利
用
事
業
に
よ
り
お
茶
と

併
せ
て
経
営
の
で
き
る
複

合
作
物
へ
の
支
援
補
助
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
を
挙
げ
て
農

業
者
の
皆
様
と
協
力
し
て

耕
作
放
棄
地
解
消
に
取
り

組
む
こ
と
を
考
え
て
行
き

ま
す
。 

　
　
　
富
沢
林
道
の
被
災

地
崩
落
場
所
に
仮
設
道
の

設
置
が
可
能
か
伺
い
ま
す
。 

　
　
　
工
事
現
場
が
狭
く

急
峻
な
個
所
の
た
め
仮
設

道
を
設
置
し
た
中
で
の
復

旧
工
事
は
困
難
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
大
井
川
の
仮

設
道
が
使
用
で
き
る
間
に

工
事
を
進
捗
さ
せ
、
通
行

が
可
能
な
状
態
に
持
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
　
　
迂
回
路
建
設
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

　
　
　
迂
回
路
の
計
画
は

林
道
ヒ
ラ
ト
線
か
ら
の
迂

回
路
の
設
置
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
１２
月
補
正

予
算
で
測
量
設
計
委
託
料

と
し
て
９８９
万
円
を
承
認
い

た
だ
き
、
２４
年
度
中
に
測

量
設
計
を
終
了
予
定
で
す
。 

　
　
　
迂
回
路
完
成
は
早

急
な
対
応
が
出
来
な
い
か

伺
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
机
上
の
計
画

で
は
幅
員
３
　
・
延
長
約

１６００
　
、
測
量
設
計
も
相
当

な
日
数
を
予
想
し
ま
す
。

一
連
の
準
備
が
整
い
、
早

く
て
平
成
２５
年
度
か
ら
現

場
に
入
り
、
最
低
で
も
３

年
は
か
か
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 

①
情
報
通
信
事
業
が
白
紙

に
な
り
各
課
の
現
状
と
今

後
の
取
組
、
防
災
・
福
祉
・

教
育
・
観
光
に
つ
い
て
②

新
た
な
観
光
資
源
開
発
と

取
組
③
景
観
伐
採
等
観
光

地
の
見
直
し
④
観
光
景
観

対
策
に
花
木
の
植
栽
を
⑤

寸
又
ダ
ム
の
土
砂
対
策
⑥

長
島
ダ
ム
に
船
を
浮
か
べ

て
は
⑦
当
町
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
対
策
を
⑧
カ

ヌ
ー
の
町
川
根
本
町
を
積

極
的
に
全
国
・
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
⑨
観
光
地
に

は
地
元
の
食
材
を
活
か
し

た
料
理
の
取
組
⑩
耕
作
放

棄
地
対
策
に
市
民
農
園
・

体
験
農
園
を
⑪
身
土
不
二
、

自
分
の
食
べ
る
物
は
自
分

で
栽
培
す
る
⑫
販
売
所
の

設
置
と
農
業
支
援
員
の
要

請
⑬
お
茶
を
呈
茶
す
る
勉

強
会
⑭
も
り
の
く
に
・
文

化
会
館
、
更
な
る
共
同
を
。 

 

○川根に来たら美味しいお茶が飲める 

○川根は自然が美しい 

○他から沢山訪町の呼掛けを 

中野　暉 議員 

ヘ 

ク   

タ
ー
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

質
問 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

町
長 

町
長 

建
設
課
長 

そ
の
他
質
問
し
た
こ
と 

 

町
長 

町
長 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 



７ 

問 問 

○川根茶の篤農家に町認定呼称制度の創設を 
○町営サッカー場の芝生化は必要と考える 
○職員の士気向上と人材を使う町長の努力は 
○町政混乱の長期化は避けるべきだ 

答 

○茶業に限らずその他の部門でも考えていければいい 
○事業の優先順位や要望、意見を聞き、慎重に検討する 
○私は性格的に強力な指導力を発揮する型ではない 
○早期の収束を検討。身の処し方が定まっていない 

　
　
　
い
ま
「
川
根
茶
」

が
あ
る
の
も
、
先
人
か
ら

の
貢
献
と
大
臣
賞
を
目
指

す
篤
農
家
の
お
か
げ
で
あ

り
町
認
定
呼
称
制
度
の
創

設
を
提
案
し
ま
す
。 

　
　
　
茶
業
に
限
ら
ず
他

の
部
門
も
と
い
う
提
言
で

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

　
　
　
観
光
事
業
強
化
の

た
め
観
光
協
会
の
体
制
強

化
に
つ
い
て
。 

　
　
　
　
　
　
　
雇
用
創

出
事
業
が
今
年
度
で
終
了

す
る
。
次
年
度
は
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
関
係
の
職
員
を

委
託
し
体
験
型
観
光
の
体

制
を
強
化
し
た
い
。 

　
　
　
青
部
バ
イ
パ
ス
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。 

　
　
　
　
　
藤
沢
橋
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
本
年
度
は
用

地
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
来
年
度
か
ら
県
道
へ

の
取
り
付
け
道
路
の
建
設

に
入
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
　
　
町
営
サ
ッ
カ
ー
場

は
芝
生
化
が
必
要
で
す
。 

　
　
　
今
後
の
事
業
優
先

順
位
や
住
民
の
要
望
、
ご

意
見
を
聞
き
、
慎
重
に
検

討
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
　
町
政
の
軸
足
は
町

民
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
た
町
長
は
町
独

自
の
通
信
事
業
は
何
処
に

軸
足
を
置
い
て
き
た
の
か
。 

　
　
　
町
民
と
の
意
見
に

隔
た
り
が
あ
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
軸
足
が
町
民
の
立

場
に
立
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

　
　
　
２
年
前
の
船
出
の

時
の
「
変
わ
ろ
う
、
変
え

よ
う
」
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
変
化
は
あ
っ
た
か
。 

　
　
　
現
状
は
具
体
的
に

こ
う
変
わ
っ
た
と
い
う
変

化
は
生
じ
て
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
。 

　
　
　
中
国
竜
泉
市
と
は

町
制
の
大
き
な
格
差
が
懸

念
さ
れ
る
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
県
の
担
当
者
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

今
後
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
　
　
住
民
投
票
条
例
請

求
を
特
別
委
員
会
で
は
中

澤
委
員
長
決
済
で
否
決
。

議
会
は
５
対
６
で
否
決
し

た
事
が
Ｗ
リ
コ
ー
ル
の
原

点
で
す
。
２
千
７００
名
余
の

署
名
の
重
さ
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
を
伺
う
。 

　
　
　
町
の
有
権
者
の
４

割
弱
の
方
々
の
署
名
の
事

実
に
つ
い
て
、
大
変
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
情
報

基
盤
整
備
事
業
の
推
進
に

当
た
っ
て
町
を
混
乱
さ
せ

た
こ
と
に
対
し
て
の
責
任

で
あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
、

リ
コ
ー
ル
の
事
態
に
な
っ

て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。 

で
き
る
限
り
早
期
の
町
政

の
安
定
を
図
る
た
め
早
急

に
議
会
の
皆
様
と
収
拾
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
来
年
早
々

有
効
署
名
数
が
確
認
さ
れ

た
結
果
を
も
っ
て
慎
重
に

検
討
し
た
い
。 

　
　
　
厳
し
い
経
済
環
境

の
中
、
こ
の
ま
ま
３
、
４ 

カ
月
経
過
し
て
い
い
の
か
。 

　
　
　
ど
う
い
う
身
の
処

し
方
が
い
い
の
か
自
分
の

中
で
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
役
場
職
員
が
士
気

を
高
め
、
人
材
を
う
ま
く

使
い
こ
な
せ
た
の
か
、
町

長
自
身
の
評
価
を
伺
う
。 

　
　
　
私
は
性
格
的
に
、

強
力
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
引
っ
張
っ
て

い
く
タ
イ
プ
で
な
く
、
私

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
か
な

か
っ
た
部
分
が
あ
っ
て
、

そ
の
改
善
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
私

自
身
感
じ
取
っ
て
い
な
い
。 

　
　
　
忠
告
、
懸
念
を
上

申
す
る
課
長
、
職
員
は
い

な
か
っ
た
の
か 

　
　
　
特
に
な
か
っ
た
と

い
う
ふ
う
に
思
う
。 

　
　
　
一
例
を
あ
げ
る
が
、

今
年
も
残
り
少
な
い
１２
月

で
す
。
町
長
室
の
元
旦
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
１
年
間
も
更

新
さ
れ
て
い
な
い
。
職
員

も
た
る
ん
で
い
る
。
情
報

発
信
を
声
高
ら
か
に
言
い

な
が
ら
無
責
任
だ
。
全
品

優
勝
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
輩
出
等
の
快
挙
を
水
の

泡
に
し
て
し
ま
う
。 

　
　
　
今
年
の
正
月
の
掲

示
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
誠
に

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
　
　
　
　
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
気

を
付
け
て
い
き
た
い
。 

 

一 　 般 　 質 　 問  

○川根茶の篤農家に町認定呼称制度の創設を 
○町営サッカー場の芝生化は必要と考える 
○職員の士気向上と人材を使う町長の努力は 
○町政混乱の長期化は避けるべきだ 

小籔侃一郎 議員 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

商
工
観
光
課
長 

町
長 

町
長 

町
長 

企
画
課
長 

建
設
課
長 

質
問 

質
問 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

町
長 

町
長 

町
長 



８ 

町内に広がる茶園町内に広がる茶園 町内に広がる茶園 

市川　昌美 議員 

問 問 
○情報通信基盤整備事業推進の真意は 
 
○茶産業の抜本的な対策は 

答 
○合併時の重点事業の策定に沿って実施へ 
 
○多角的な見地から各ブランド化を 

一 　 般 　 質 　 問  

○情報通信基盤整備事業推進の真意は 
 
○茶産業の抜本的な対策は 

　
　
　
い
ま
ま
さ
に
町
長

解
職
、
議
会
解
散
請
求
の

ダ
ブ
ル
リ
コ
ー
ル
の
結
果

が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
町

長
と
一
部
賛
議
員
が
推
進

し
た
そ
の
根
底
に
あ
る
真

意
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
伺

い
ま
す
。 

　
　
　
新
町
建
設
計
画
の

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地

域
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
固
執
、

強
行
し
た
と
い
う
ご
指
摘

で
す
が
既
に
見
直
す
こ
と

に
し
た
事
業
で
す
。 

　
　
　
生
産
家
は
も
と
よ

り
、
茶
商
、
農
協
等
、
こ

の
産
業
で
生
き
る
者
に
と

っ
て
、
状
況
は
深
刻
で
、

来
季
の
見
通
し
が
た
た
な

い
が
、
安
易
な
言
葉
で
な

く
差
し
迫
っ
た
中
で
の
抜

本
的
な
対
策
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
　
　
県
内
外
の
他
産
地

と
の
産
地
間
競
争
や
、
安

心
安
全
な
茶
づ
く
り
に
対

す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
急

速
な
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、

町
主
要
産
業
で
あ
る
茶
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
貴
重
な
地
域
資
源

と
し
て
茶
業
の
活
性
化
は

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ま

ず
川
根
本
町
茶
産
地
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
確
立
、
消
費

者
が
求
め
る
新
ブ
ラ
ン
ド

化
、
釜
炒
り
茶
、
紅
茶
へ

の
取
り
組
み
や
生
産
地
と

流
通
経
路
の
確
立
等
、
ま

た
、
冬
場
の
お
茶
以
外
の

産
物
、
わ
さ
び
、
柿
、
し

い
た
け
、
た
け
の
こ
、
栗
、

柚
子
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

山
菜
類
な
ど
他
の
産
物
に

活
路
を
求
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。 

　
　
　
風
評
被
害
の
も
と

と
な
っ
た
放
射
能
で
す
が
、

町
が
購
入
し
た
放
射
能
測

定
器
の
使
用
状
況
と
今
ま

で
の
測
定
実
績
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
現
在
茶

１
　
の
セ
シ
ウ
ム
含
有
量

は
５００
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
す

が
１００
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
対

応
を
伺
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
現
在
放
射
能

の
測
定
器
に
つ
い
て
は
使

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
新
聞

な
ど
で
は
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
国
の
基
準

値
が
は
っ
き
り
定
ま
っ
て

い
な
い
状
況
で
、
今
後
は

っ
き
り
し
た
通
知
が
来
る

と
思
い
ま
す
。
風
評
被
害

の
請
求
に
つ
い
て
は
、
各

農
家
が
農
協
を
通
じ
て
東

電
へ
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
来
月
に
も
茶
商
さ

ん
へ
東
電
か
ら
説
明
が
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
放
射
能

測
定
器
は
、
学
校
、
児
童
・

生
徒
の
安
心
安
全
と
言
う

こ
と
で
昨
年
１
台
購
入
し

教
育
委
員
会
で
保
管
し
て

い
ま
す
。
学
校
や
教
育
施

設
で
測
り
た
い
場
合
は
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
お
茶
の
専
業
農
家

へ
の
支
援
、
本
気
で
や
っ

て
い
る
人
へ
、
今
、
町
も

思
い
切
っ
た
支
援
を
し
な

い
と
ダ
メ
に
な
る
と
こ
ろ

ま
で
来
て
い
る
厳
し
い
状

況
。
セ
シ
ウ
ム
の
１００
ベ
ク

レ
ル
以
下
へ
の
対
応
は
重

大
な
問
題
。
測
定
器
を
持

っ
て
い
た
ら
、
徹
底
的
に

測
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
間

に
合
わ
な
い
。
茶
商
も
農

協
も
買
わ
な
く
な
る
。
こ

の
問
題
を
早
急
に
勉
強
し
、

調
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

kg

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

産
業
課
長 

教
育
総
務
課
長 

質
問 

意
見 



９ 

音の彫刻コンクール音の彫刻コンクール2011 2011 
最優秀作品最優秀作品 

「からりころり」「からりころり」 

音の彫刻コンクール2011 
最優秀作品 

「からりころり」 

○待ち望んでいた人にはショック 
 
○曲げられて伝えられていた情報 

○待ち望んでいた人にはショック 
 
○曲げられて伝えられていた情報 

問 問 

一 　 般 　 質 　 問  

森　照信 議員 

答 
○理解されるシステムを考えていかなければならない 
 
○心して取り組んでいきたい 

　
　
　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
事
業
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
く
と
言
う
こ

と
は
、
待
ち
望
ん
で
い
た

人
に
は
本
当
に
遠
く
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク

と
言
う
も
の
は
、
非
常
に

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
と

思
い
ま
す
。
現
実
的
に
は
、

お
互
い
の
立
場
に
た
っ
て

考
え
て
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
、
そ
の
辺
の
思

い
は
？ 

　
　
　
確
か
に
こ
の
事
業

が
早
く
進
み
ま
す
よ
う
期

待
さ
れ
て
い
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど
う
い

う
整
備
方
法
が
あ
る
の
か

も
っ
と
検
討
し
な
が
ら
皆

様
の
ご
理
解
の
い
た
だ
け

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
、
そ

う
い
う
も
の
を
考
え
て
い

く
、
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
町
内
は
も
と
よ
り

都
市
部
と
の
情
報
の
格
差

と
言
う
も
の
は
、
本
当
に

日
を
追
う
ご
と
に
開
い
て

い
ま
す
。
何
も
か
も
が
過

疎
化
し
て
い
く
、
社
会
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
い
く
よ

う
な
現
実
、
こ
れ
を
ど
う

捉
え
て
い
ま
す
か
。 

　
　
　
徳
島
県
の
事
例
が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
県

下
全
域
に
わ
た
り
光
ケ
ー

ブ
ル
が
張
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業

が
オ
フ
ィ
ス
を
田
舎
に
持

っ
て
く
る
、
空
き
家
を
東

京
の
オ
フ
ィ
ス
と
テ
レ
ビ

電
話
で
つ
な
ぎ
、
東
京
の

オ
フ
ィ
ス
と
す
ぐ
隣
に
徳

島
の
オ
フ
ィ
ス
が
同
居
し

て
い
る
よ
う
な
仕
組
み
の

中
で
業
務
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
盛

ん
に
相
手
企
業
の
誘
致
の

た
め
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
。
音
戯
の
郷
へ
音
の
彫

刻
で
来
ら
れ
て
い
た
小
久

保
先
生
、
彼
は
環
境
音
楽

の
作
曲
を
す
る
の
が
仕
事

で
す
が
、
光
が
施
設
さ
れ

る
な
ら
こ
こ
へ
来
た
い
と

の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
可
能
性
が
展
開

で
き
た
部
分
は
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
残
念
だ
な
と
思

い
ま
す
。 

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
の
中
で
、
「
将
来
に
対

し
て
負
担
が
残
る
、
毎
月

４
千
円
を
年
金
か
ら
徴
収

さ
れ
る
、
そ
う
な
る
と
生

活
が
大
変
で
あ
る
」
な
ど
、

ど
こ
か
ら
そ
の
よ
う
な
情

報
が
流
れ
た
の
か
、
こ
れ

は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
や
っ
た

か
ら
出
て
き
た
町
民
か
ら

の
意
見
で
す
。
ど
こ
で
ど

う
町
民
に
曲
げ
ら
れ
て
伝

え
ら
れ
た
の
か
、
し
っ
か

り
と
調
べ
検
証
す
る
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。 

　
　
　
そ
う
い
う
情
報
が

ど
う
い
う
形
で
伝
わ
っ
た

の
か
分
か

り
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、

町
の
広
報

不
足
、
説

明
不
足
の

点
が
そ
う

い
う
結
果

を
招
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
　
　
い
ろ
ん
な
情
報
が

出
さ
れ
た
、
町
民
を
混
乱

さ
せ
た
現
実
、
そ
れ
は
し

っ
か
り
と
分
析
し
、
否
定

す
る
と
こ
ろ
は
否
定
し
、

時
間
を
か
け
て
で
も
真
実

を
し
っ
か
り
報
告
す
る
こ

と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

し
て
く
れ
た
町
民
へ
の
義

務
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
で
す
か
。 

　
　
　
確
か
に
今
後
取
り

組
ん
で
い
く
上
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
い
う
お
話
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
心
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

町
長 

町
長 

質
問 

質
問 



１０ 

林道富沢線の災害現場林道富沢線の災害現場 林道富沢線の災害現場 

町で購入した放射線測定器町で購入した放射線測定器 町で購入した放射線測定器 

鈴木多津枝 議員 

問 問 

答 

一 　 般 　 質 　 問  

○署名の審査結果を待ち、法に沿って進める 

○3月までに仮復旧し、生活支援も考える 

○周辺市町の動向見て、慎重に考えたい 

○辞職・議会解散で混乱の収束を 

○現道に仮設道を、見舞金の創設を 

○浜岡原発の永久停止を求める考えは？ 

○辞職・議会解散で混乱の収束を 

○現道に仮設道を、見舞金の創設を 

○浜岡原発の永久停止を求める考えは？ 

　
　
　
①
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
の
白
紙
撤
回
を
。

早
急
に
町
内
の
情
報
格
差

解
消
に
取
り
組
み
、
関
心

を
持
つ
町
民
を
入
れ
て
計

画
を
見
直
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や

国
へ
働
き
か
け
を
強
め
る

べ
き
。
町
長
は
「
混
乱
を

招
い
た
責
任
の
一
端
は
私

に
も
あ
る
」
と
他
人
事
の

よ
う
に
言
う
が
、
リ
コ
ー

ル
署
名
は
法
定
数
を
超
え

茶
時
選
挙
の
可
能
性
も
あ

る
。
早
急
に
辞
職
・
議
会

解
散
し
て
町
民
の
不
安
解

消
を
図
る
べ
き
で
は
。 

　
　
　
現
在
の
事
業
は
白

紙
に
戻
し
再
構
築
が
必
要

だ
が
、
今
は
委
員
会
設
置

な
ど
具
体
的
な
も
の
は
な

い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
初
期
投
資

を
３０
億
と
し
、
減
価
償
却

や
採
算
性
も
あ
り
町
全
域

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
可
能

性
は
低
い
。
茶
時
の
選
挙

は
困
る
が
今
は
署
名
の
審

査
結
果
を
待
ち
た
い
。 

　
　
　
②
孤
立
し
て
３
ヶ

月
以
上
も
経
つ
富
沢
地
区

の
１
日
も
早
い
孤
立
解
消

を
。
や
っ
と
歩
い
て
通
れ

る
厳
し
い
山
道
１
本
が
命

綱
で
、
よ
う
や
く
完
成
し

た
大
井
川
仮
設
道
は
一
夜

で
流
さ
れ
復
旧
に
半
月
以

上
か
か
っ
た
。
１
日
も
早

く
崩
落
現
道
に
仮
設
道
が

必
要
。
茶
時
に
間
に
合
わ

な
い
時
の
対
策
は
？
長
引

く
孤
立
生
活
で
生
活
物
資

の
確
保
や
健
康
へ
の
影
響

も
心
配
。
車
の
レ
ン
タ
ル

料
な
ど
二
重
生
活
の
費
用

も
嵩
ん
で
い
る
。
励
ま
し

合
い
助
け
合
っ
て
耐
え
て

き
た
地
区
の
皆
さ
ん
に
生

活
支
援
や
見
舞
金
制
度
の

創
設
を
。 

            

　
　
　
大
井
川
の
仮
設
道

路
が
使
用
可
能
な
３
月
中

旬
ま
で
に
被
災
箇
所
の
復

旧
に
努
め
、
車
両
通
行
可

能
に
し
た
い
。
レ
ン
タ
ル

料
な
ど
二
重
生
活
へ
の
支

援
考
え
た
い
。 

　
　
　
③
７
月
に
放
射
線

計
測
器
を
購
入
し
た
が
結

果
は
ど
う
か
？
子
ど
も
が

長
時
間
過
ご
す
場
所
を
定

期
的
に
測
定
し
公
表
を
。

ま
た
食
品
用
放
射
線
量
測

定
器
を
購
入
し
、
国
の
基

準
よ
り
低
い
当
町
独
自
の

基
準
を
設
け
て
、
学
校
給

食
食
材
や
、
茶
農
家
も
使

え
る
よ
う
整
備
し
、
子
ど

も
を
守
り
消
費
者
の
信
頼

を
得
ら
れ
る
町
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
。
ま
た
菅
元

首
相
の
要
請
で
一
時
停
止

中
の
「
世
界
で
一
番
危
険
」

な
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
を

許
さ
ず
、
永
久
停
止
・
廃

炉
を
求
め
る
意
思
表
示
を
。 

　
　
　
購
入
し
た
測
定
器

は
学
校
な
ど
要
望
が
あ
れ

ば
貸
し
出
す
。
職
員
が
出

向
い
て
測
定
し
公
表
も
検

討
す
る
。
給
食
食
材
や
茶

の
安
全
性
は
国
の
基
準
に

沿
っ
た
検
査
で
確
保
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。
給
食
食

材
は
月
１
回
、
調
理
済
み

食
材
を
全
て
混
ぜ
合
わ
せ

て
検
査
す
る
委
託
料
を
来

年
度
予
算
に
計
上
し
、
結

果
を
公
表
し
た
い
。
浜
岡

原
発
再
稼
働
は
県
や
周
辺

市
町
と
連
携
し
て
対
応
し

た
い
。 

　
　
　
北
部
・
南
部
で
サ

ー
ビ
ス
が
違
う
高
齢
者
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
統
一
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
本
来

の
目
的
、
配
達
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
意
義
、
提
供
基
準

の
明
確
化
を
問
う
。 

　
　
　
食
事
調
理
の
困
難

な
高
齢
者
の
助
け
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

続
が
困
難
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
継
続
で
き
る
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。 

 

質
問 

質
問 

町
長 

町
長 

町
長 

町
長 

質
問 

質
問 



１１ 

桑野山地区野外同報施設桑野山地区野外同報施設 桑野山地区野外同報施設 

○整備を必要と思う所の対応は 

○同報無線野外拡声機は音量を下げるか 

　長さを短く出来ないか 

○整備を必要と思う所の対応は 

○同報無線野外拡声機は音量を下げるか 

　長さを短く出来ないか 
中田　隆幸 議員 

問 問 

答 

一 　 般 　 質 　 問  

　
　
　
情
報
基
盤
整
備
事

業
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
事
業
を
見
直
す
と
言

っ
て
お
り
ま
す
が
、
整
備

が
必
要
と
答
え
た
人
が
２７

％
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
よ
り
高
速
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

の
繋
が
ら
な
い
所
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
様
な
所
は

ど
の
様
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　
　
回
答
率
６２．５
％
と
非

常
に
高
く
、
最
も
多
い
回

答
は
「
必
要
と
思
わ
な
い
」

で
あ
り
、
こ
の
結
果
を
尊

重
し
、
現
在
提
示
し
て
い

る
事
業
計
画
は
白
紙
と
し
、

再
度
、
格
差
是
正
の
た
め

に
も
高
速
大
容
量
の
情
報

通
信
基
盤
は
必
要
と
の
認

識
の
上
で
事
業
の
再
構
築

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
検
討
す
る
中
で
、
今
ま

で
提
案
し
て
き
た
、
町
を

事
業
主
体
と
し
た
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
整
備
の
可
能
性
や
ケ

ー
ブ
ル
敷
設
の
み
な
ら
ず
、

無
線
技
術
の
活
用
も
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
ま
で
提
示
し
て
き

た
事
業
計
画
を
白
紙
と
し

た
こ
と
に
伴
い
様
々
な
検

討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

不
便
な
地
域
に
つ
い
て
は

最
優
先
に
環
境
整
備
が
で

き
る
よ
う
計
画
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
　
　
合
併
の
時
、
新
町

建
設
計
画
の
中
、
又
、
第 

１
次
川
根
本
町
総
合
計
画

の
中
に
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
中
心
と
し
た
高
速
大

容
量
の
通
信
網
の
整
備
を

促
進
す
る
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
そ
っ
て
の

事
業
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
初
期
に
説
明
を
受
け

た
時
の
、
端
末
機
の
使
用

料
が
月
千
円
掛
か
る
事
が

問
題
で
あ
っ
た
と
思
え
ま

す
し
、
そ
の
後
の
説
明
が

な
か
っ
た
事
も
大
き
な
問

題
と
思
い
ま
す
。
又
B.B
調

査
隊
に
よ
る
原
価
償
却
費

一
億
円
等
の
試
算
が
あ
り

ま
す
が
、
今
ま
で
も
国
家

資
格
を
持
つ
会
社
に
試
算

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
今
後
は
複

数
社
で
積
算
が
で
き
る
か

を
お
伺
い
し
た
い
。 

　
　
　
　
当
然
な
が
ら
指

名
委
員
会
と
い
う
も
の
を

経
由
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
は
事
業
の
担
当
課
が

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
、
免
許

等
を
も
っ
た
会
社
の
資
料

を
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
基

に
、
例
え
ば
補
助
事
業
で

あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
５

業
者
以
上
を
選
定
し
ま
す
。

又
、
簡
易
な
工
事
は
な
る

べ
く
町
内
の
業
者
で
確
実

に
行
う
業
者
を
選
定
し
ま

す
。
こ
れ
が
指
名
委
員
会

で
あ
り
、
こ
の
会
を
も
っ

て
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
と
考
え
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
そ
の
よ
う
に
お
こ

な
っ
て
行
き
ま
す
。 

　
　
　
現
在
の
同
報
無
線

野
外
放
送
の
音
楽
が
非
常

に
大
き
な
音
量
で
、
地
区

に
よ
っ
て
は
迷
惑
が
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。
計
測
を

行
い
音
量
調
節
、
又
、
放

送
時
間
の
短
縮
調
整
が
出

来
な
い
か
お
伺
い
し
た
い
。 

  

　
　
　
今
回
地
区
に
よ
っ

て
屋
外
子
局
の
放
送
に
よ

り
迷
惑
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
設
置
の

目
的
が
防
災
用
で
あ
り
、

情
報
を
確
実
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
あ
る
程
度
の
音

量
は
確
保
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
音
楽

は
変
更
可
能
で
あ
り
、
１２

月
２２
日
開
催
の
区
長
連
絡

会
で
も
朝
夕
の
放
送
時
間

を
短
い
も
の
に
と
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
区
長
連
絡

会
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
業
者
を
入
れ

て
対
応
を
す
る
と
言
う
事

で
お
願
い
し
た
い
。 

 

○環境整備の出来る所は考えたい 
 
○時間を短くするか検討をしたい 

質
問 

町
長 

質
問 

質
問 

副
町
長 

町
長 

総
務
課
長 



１２ 

議 会 日 誌  議 会 日 誌  

○初　　日：3 月 6 日（火） 

○最  終  日：3 月21日（水） 
両日とも開会は午前9時です。 

３月の議会日程
本会議はどなたでも傍聴できます。ぜひお越しください。議会の日程は変更になることも 
ありますので、詳しい日程は議会事務局（電話５６-２２２９）までお問い合わせください。 

日 
日 ～ 21日 
 
日 
 

社会福祉協議会評議員会 
第1回議会臨時会(11、13、14、17、20日 
住民投票条例特別委員会) 
いやしの里診療所運営委員会 

10月

志太榛原五市二町議会議員研修会 

第12回市町対抗駅伝競走大会 

町社会福祉協議会事務所・福祉センター（上岸） 

6 
10 
 
18

日 
日 
日  
日 

志太榛原五市二町議会議員研修会 
町議会広報研修会 
第55回全国町村議長大会 
第2回議会臨時会 
 

4 
11 
16 
29

日・ 19 日 
日 
日 
日 ～ 21日 

社会福祉協議会理事会 
第12回静岡県市町対抗駅伝競走大会 
いやしの里診療所運営委員会 
12月議会定例会 

12月

1 
3 
13 
14

11月

 
  

　
東
日
本
大
震
災
、
そ
れ
に
伴
う

津
波
、
原
発
事
故
、
台
風
１２
・
１５

号
、
昨
年
が
あ
ま
り
に
も
悲
惨
で

あ
り
、
今
ま
だ
抜
け
き
れ
ず
に
お

ら
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
中
で
辰
年

の
新
年
を
迎
え
、
今
年
は
、
天
に

も
昇
る
干
支
に
ち
な
ん
で
夢
や
希

望
を
か
な
え
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。
初
夏
に
は
第
二
東
名
も
県

下
を
最
初
に
開
通
い
た
し
ま
す
。

大
代
地
区
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
新
し
い
希
望
の
星
と
し
て
空
港

と
一
緒
に
地
域
の
産
業
と
ど
う
利

活
用
を
進
め
て
い
く
の
か
、
今
か

ら
の
対
応
、
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
待
っ
て
い
て
も
何
も
来
な
い
、

進
ん
で
改
革
、
挑
戦
を
し
て
い
か

な
く
て
は
地
域
の
発
展
は
乏
し
い

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
積
極
的

に
自
ら
が
動
い
て
い
く
気
持
ち
が

足
り
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
他

の
地
域
と
比
べ
豊
か
さ
が
あ
る
の

で
は
、
少
し
の
無
謀
さ
冒
険
的
な

も
の
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
・
Ｍ
） 
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